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巻◆頭◆言

米国の大統領選挙の結果を受けて、グローバリゼーショ
ンに対する逆風が吹く、という論が聞かれる。中には、資
本主義、民主主義、グローバリゼーションの三つを保ち続
けることは不可能に近い、という一種の極論さえある。
私自身は「新しい形の」グローバリゼーションが始まった、
ととらえるべきだと考えている。
まず、ここ何年かで「古い形」のグローバル化は勢いを
失ってきていたことに注目したい。輸入・輸出の総額がグ
ローバルGDPに占める割合は、リーマン・ショック前のレ
ベルをやや下回っている。世界の投資額に占める対外直接
投資の割合に至っては、2007年の半分程度という状況だ。
20世紀終盤から21世紀初頭にかけて、これらの数字は
伸び続けていた。
複数の新興国が工業化を果たし、数多くの中間層を生み、
彼らがまた消費者となる、という好循環が続いていたわけ
だ。
この間、人類に占める最貧層は減り、乳幼児死亡率は下
がった。人類全体としては大変好ましい状態を迎えたわけ
だが、ご承知の通り、先進国の中間層だけがその恩恵から
取り残されることとなった。
このところの世界的な政治の変動の一因がここにあるこ
とは、間違いなかろう。

ここ５、６年の動きは、そうした工業化・貿易拡大の潮
目の変化を示している。
新興国が大消費地となる中で、さまざまな工業製品が現
地生産され、地産地消の流れが強まってきた。
一方、デジタル革命の萌芽が次第に大きくなり、プラッ
トフォーム企業はグローバル化の勢いを強めている。当初
はアマゾンやグーグルのようにB2Cの分野でまずグローバ
ルな地位を築く例が目立ったが、今後はB2Bの分野でも、
同様の流れが強まることが予想される。グローバルなプラッ
トフォームをつくり、競合に先駆けて利用できるデータ量
を確保することが、大きな競合優位性を生むからだ。
これは、まさに「新しい形」のグローバル化だとはいえな
いだろうか。政治の動きと相まって、工業製品は域内生産・
貿易に向かい、データの流れはグローバル化を強める。今
後、製造業がデータサービスとのハイブリッドとなる中、
この潮流はさらに強まると思われる。
今、われわれが考えるべきは、この「新しい」グローバル
化の流れに目を凝らしながら、「古い」グローバル化に取り
残された人々に、どのような雇用と希望をつくれるか、と
いうことなのではなかろうか。
地方創生の流れの中での、観光立国もその一環だと肝に
銘じている。
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今月の表紙：シリーズ国花
【ゼラニウム／ハンガリー】
ヨーロッパでよく目にするのが窓辺に飾られたゼ
ラニウム。葉が持つ芳香が虫除けになると考えら
れ、家々は花の美しさを競い合います。
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